
1． は じ め に

WWWの登場，パソコンの低価格化にともない，1995 年頃から爆発的に普及しは

じめたインターネットは総務省発刊の情報通信白書平成 13 年度版によると，全世界

利用者 4億 7千万人に達するほど急速な増加を続けており，世界規模の情報通信基盤

として確立しつつある．国内においても，世帯普及率 34％，企業普及率 98％に達し，

4700 万人を越える利用者が，パソコン，携帯端末等，何らかの方法でインターネッ

トを利用している状況にある．

このような状況のなか，企業にとってもインターネットは単なる情報提供サービス

を行うための道具から，その情報の双方向性という特性を生かして，ビジネスへ利用

する企業が増えてきた．またそればかりでなく，1999 年 2 月からサービスが開始さ

れた，NTT DoCoMo の i モードを代表とする，携帯端末によるインターネット接続

サービスにより，消費者はいつでも，どこでもサービスを受けたいときに，サービス

が受けられる環境が整いつつあり，裏を返せば，企業側にとっては消費者がサービス

を受けたいと思ったときに，サービスを提供できなければビジネスチャンスをのがす

ことになり，今後一般消費者をターゲットとする企業は，インターネットによるビジ

ネス展開が必須となってきつつある．

しかしながら，現在の多くの企業がかかえる情報システムは，そのままではインタ

ーネット対応することが難しく，多かれ少なかれ既存システムの改修が必要となり，

如何にして短期間，低コストでシステム開発を行うかが課題となってくる．

本稿では，企業がかかえる既存情報システムを，インターネット環境へ適用する方
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ンターネットでは多くのE―ビジネスが展開れる事となった．

しかし，ネット社会での技術進歩は早く，従来のシステム開発方法のような長期にわたる

開発ではその進歩についていくことができない．

本稿では，A社の開発を事例にとり，既存システムの資産を利用することで，如何に短

期間・低コストでシステム開発を行うか，その方法について記述する．

Abstract The increase in personal computers and portable remote terminals including mobile telephones

with“i―mode”has developed a large number and different kind of businesses based on Internet in recent

times.

However, fast advances in information technology in networked society disables the long―term system

development using conventional development method to follow the technological progress.

This paper describes a development method that enables the short―term and low―cost development to

be achieved by using existing system assets, presenting the case of development in“A”company.
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法として，A社が行った，“MAPPER＊1 アプリケーション・システムのクライアント／

サーバシステムのCOOLICE＊2 を利用したインターネット対応”事例をもとに，如何

に短期間（機能の継承）／低コストでインターネット環境へビジネス展開を図ったか

について述べる．

2． インターネット予約システムの概要

従来よりA社では，UNIXシステム上でMAPPER，IVR（音声応答装置）および

FAX送信装置を連携し，旅行商品の自動予約システムを稼働させてきた．このシス

テムでは，利用者は，旅行窓口へ出向いたり，オペレータへ問い合わせをすることな

く，プッシュ式の電話を介して，利用する商品の空室状況の確認や，予約登録を行う

ことのできる利便性から，順調に利用者をのばしてきた．

しかし，利用者の増加に伴い，予約にまつわる処理で，IVRでは対応のできない

処理（氏名，住所等の漢字カナデータの入力，IVRでの予約を簡潔にするために省

いた情報の入力）や，予約の照会，変更および取消作業にかかるオペレータ作業の負

担が重くなってきた．

また，利用施設へは常に最新の情報が通知されるようになっているため，予約数の

増加にともない，予約の変更・取消も相対的に増え，都度送信しているFAX通信費

についても負担が増すこととなった．

A社においては，上記のような人件費および通信費の増大を押さえるため，また，

利用者へのサービス向上のため，近年急速に普及してきたインターネット技術を利用

してシステムの改善を行う事となった．

2．1 既存システムの概要と構成

既存システムのシステム構成は，図 1の通りであり，中央センタに設置されたDB

サーバ上で，全商品・在庫および予約情報が管理されている．予約の登録は，各営業

本部単位に設置された IVR，予約管理端末を通して行われる．IVRと DBサーバ間

は，TCPソケット通信によるデータ連携で情報の交換を行っている．

図 1で示した既存システムの予約業務のワークフローは次の通りである．

� 在庫確認／仮予約登録（IVR）

利用者は，各拠点におかれた IVRに対して電話をかけ，利用商品の在庫の

確認，仮予約を行う．

※IVRの機能上，個人の詳細情報（氏名，住所．．．等）については登録がで

きないため，この時点での予約は仮予約とする．

� 本予約申し込み（電話，FAX）

利用者は，IVRで登録できなかった詳細情報を申し込み用紙に記入し，FAX

にてA社に送付するか電話にて連絡する．

� 本予約登録

利用者より，FAXまたは電話にて通知された詳細情報を予約管理端末

（MFW＊3）から登録し，予約情報を本予約に変更する．

� 予約内容通知（FAX）

登録された予約内容を，中央センタに設置されたFAX送信サーバから，各
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施設へ送付する．

※各施設への通知は，予約が変更されたり，取り消されたりした場合は，そ

の都度最新の予約内容を送信する．

� 予約変更／取消（随時）

予約の変更，取消を行う場合は，利用者がA社に電話にて変更・取消の申

し込みを行い，オペレータが予約管理端末から，予約の変更・取消操作を行う．

2．2 インターネットシステムでのビジネス目的

2.1 節で記述した通り，既存システムでは予約・変更・取消処理において，常にオ

ペレータによる対応が必要とされ，FAXによる予約内容の通知が行われているため，

利用者が増えるにしたがい，オペレータの人件費，予約内容通知のFAX通信費の増

大が問題視されてきた．

このため，インターネット技術の利用による，コスト削減を目的とした新予約シス

テムの検討を行い，以下の点を改善のポイントとしたシステム開発を行った．

1） システム運用コストの削減

� オペレータの人件費の削減

IVRを使用した予約システムでは実現できなかった利用者の詳細情報の入

力処理を，Web画面を利用することで，オペレータから利用者自身に振り替

図 1 既存システム構成図
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える．また，予約の障害・変更・取消においても，Web画面から操作可能と

し，オペレータの負担を極力削減する．

� 施設への通信費の削減

予約・変更・取消のたびに施設に対して送っている予約通知を，FAXから

E―MAIL に変更することで，通信費の削減を行う．

2） 利用者へのサービス向上

� 多様な情報の提供

広告媒体として，パンフレットまたはチラシを利用している現在，その提供

できる情報量については紙媒体の制約上限界があり，詳細な情報を提供できな

いでいる．（情報量を多くするためにはコストの増加や紙面が多くなることに

よる煩わしさがます恐れがある．）これを，Web画面化すること，またメニュ

ー化することで，必要な情報を必要な利用者に十分に提供できるようにする．

� 最新情報の提供

パンフレットやチラシ等の広告では，日々変動する情報（在庫，料金，催事

情報…等）についての情報提供は難しいが，Web画面から利用者に利用日を

入力させることで，利用日に合わせた最新情報を提供し，より魅力ある商品と

する．

2．3 新システムに要求されるシステム要件

インターネットを利用した新システムの構築では，システム開発面と運用面におい

て，次の様な要件を満たすことが必要となった．

1） システム開発における要件

� 図 1で示した通り中央センタに設置されたDBサーバ上のMAPPERシステ

ムには，旅行商品の予約システムが稼働している．このシステムは大きく分け

て商品情報（商品コード，名称，単価等）や在庫の管理を行う，商品管理シス

テムと，その商品に対する予約情報（利用者，利用日，利用商品等）を管理す

る予約管理システムから構成されている．

今回の開発においては，この予約システムの予約管理システム機能のみのイ

ンターネット対応を実施しすること，および既存の予約管理システムを利用す

ることで，開発を低コストで実現する．

� 画面上から利用者の住所，電話番号等の個人情報を入力することから，個人

情報の漏洩について十分に配慮されたシステムとすること．

2） システム運用における要件

既存システムにおける IVRでの予約と新機能であるインターネットからの予

約では，既存システムの商品管理システムで管理されている商品・在庫を共同利

用することで，インターネット予約機能追加後も，既存の運用・管理手順を変更

することなく，システム運用を行えるようにする．

3． 新システムの構築

3．1 インターネット対応におけるサーバ構成

既存システムをインターネット対応するためのサーバ構成は，セキュリティ面を考
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図 2 インターネットシステム機器構成

図 3 COOLICEによる連動システム

慮し，インターネットと社内ネットワーク間にDMZ領域（緩衝領域）を設け，その

DMZ領域に商品検索用のWEBサーバと予約受付用WEBサーバを設置することと

した．これにより，外部からDBサーバへのアクセスを，DMZに設置されたWEB

サーバのみに絞ることができ，DBサーバ内の商品・在庫・予約情報に対するセキュ

リティを高めることが可能となった（図 2）．

3．2 予約受付用WEBサーバにおけるWEBアプリケーションの決定

DBサーバ上の予約システムと連動が必要な予約受付用WEBサーバのWEBアプ

リケーションとして，COOLICE を採用した．COOLICE を採用した理由は，既存の

予約システムのサーバソフトウェアであるMAPPERシステムと親和性があること

で，既存予約システムの資産を十分に利用でき，かつ短期間，低コストで開発が可能

となるためである．

以下に，COOLICE とその他のサーバソフトウェアを利用した場合のシステム連動

方法の違いについて述べる．

1） COOLICE アプリケーションサーバを利用した場合

WebアプリケーションサーバにCOOLICE を利用した場合のソフトウェア構

成は図 3の通りであり，
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図 4 COOLICE以外の連動システム

入力データは次のような手順で処理される．

� 利用者からの入力情報は，サーバ上の IIS＊4 から COOLICE へ引き継がれる．

このときCOOLICE は，入力されたURLから起動すべきCOOLICE アプリケ

ーションを選択し，入力データを引き継ぐ．

� COLLICE 上のアプリケーションは，DBサーバ上のMAPPERデータベー

スへアクセスが必要な場合は，COOLICE to MAPPERのリモート接続インタ

フェースを介して，DBサーバ上のMAPPERアプリケーションを起動し，処

理データを引き継ぐ．

（データはアプリケーション起動処理と同時に引き継ぐことが可能）

� 起動されたMAPPERアプリケーションは，MAPPERデータベースにアク

セスし，必要な処理を実行してから，情報（結果）を起動されたセッションを

利用してCOOLICE アプリケーションに戻す．

� COOLICE アプリケーションは，受け取った情報をもとに利用者への応答画

面をHTMLにて生成し，利用者へ返す．

2） COOLICE 以外のアプリケーションサーバを利用した場合

COOLICE 以外のアプリケーションサーバを利用した場合，DBサーバ上の

MAPPERデータベースへアクセスするためには，MAPPERの他アプリケーシ

ョンとの接続機能であるバッチポートによる連動方法を利用することとなる．こ

の連動方法では，DBサーバ上に外部サーバとの通信用・接続アプリケーション

を用意し，そのアプリケーションを経由し，バッチポートからのプログラム間接

続によりMAPPERデータベースを利用する形態となる（図 4）．

WEBサーバ上のアプリケーションは次の処理手順によりDBサーバ上の

MAPPERデータベースと連動する．

� Webアプリケーションは，DBサーバ上の接続アプリケーションとソケット

通信等のプログラム間通信処理により接続し，外部から入力された情報（予約

や照会要求）を引き継ぐ．

� 接続アプリケーションは，受け取った情報とともに，MAPPERシステムの

バッチポート機能を利用して，MAPPERアプリケーションを起動し受け取っ

たデータを引き継ぐ．（このとき，多量のデータの引き継ぎが必要な場合は，
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UNIXファイルによるデータの引き継ぎとなる．）

� MAPPERアプリケーションは必要な処理を行い，情報（結果）をUNIXフ

ァイルに出力する．

� 接続アプリケーションは，MAPPERアプリケーションが出力したUNIXフ

ァイルから情報結果）を取得し， WEBアプリケーションにデータを引き継ぐ．

� WEBアプリケーションは，受け取った情報をもとに利用者への応答画面を

HTMLにて生成し，画面を返す．

3．3 COOLICE採用の優位性

WEBアプリケーションサーバにCOOLICE を利用することにより，他のアプリケ

ーションサーバを利用するのに比べ，技術面・システム開発面において次の利点があ

げられる．

WEBアプリケーションと既存システム（MAPPER）とを接続する場合，COOLICE

を利用する場合は，COOLICE to MAPPERのリモート接続インタフェースがあらか

じめ用意されていることによりCOOLICE 側から既存システムのプログラムの起動

やデータ連携を容易に行うことができる．他のアプリケーションサーバを利用した場

合は，MAPPERは他のアプリケーション言語との直接の接続インタフェースがない．

そのため，MAPPERの機能を利用するには，バッチポートからのラン呼び出し機能

を利用して行わなければならないため，“アプリケーションサーバ → バッチプログ

ラム → MAPPERラン”とバッチ処理を間に挟んだ構成となってしまう．このこと

は，開発の手間がかかるばかりでなく，効率面から考えてもCOOLICE を利用する

場合と比べてマイナスとなる．

3．4 新システムの概要および構成

新システムの構成は，図 5の通りである．開発のポイントとして次のことに留意し

た．

1） 個人情報の漏洩対応

利用者がインターネット上から個人情報を入力することが前提となっていた

め，利用者とサーバ間で個人情報が漏洩しないように，予約受付サーバとの通信

については，SSL通信を必須とした．また，個人情報の管理は，ファイアウォ

ール内のDBサーバでのみ行うこととして，予約受付サーバでの個人情報の管理

は行わないこととした．

2） DBサーバへのアクセス方法

DBサーバへのアクセスについては，予約受付用のWEBサーバにCOOLICE

サーバ選択することで，DBサーバ上のMAPPERアプリケーション（データ I／

Oプログラム）との接続を容易に行うことができるようにした．

図 5で示した新予約システムでの予約業務のワークフローは次の通りとなる．

� 予約検索処理

利用者は，商品検索用のWebサーバへアクセスし，利用目的の商品の詳細

情報を検索して利用したい商品・利用日等を決定する．

� 商品・利用日が決定したら，予約受付用のサーバで商品の在庫を確認し，予
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約登録処理を行う．

� 予約通知の送付

予約受付用サーバは予約登録が完了した場合，予約情報をメールにて利用者／

施設へ通知する．

� 予約の変更・取消

利用者は，変更・取消が必要となった時点で，Webから過去の予約情報の

照会・変更を任意に行う．

予約受付サーバは，変更された内容をメールにて利用者／施設へ再通知する．

4． 評 価

MAPPERをベースとした既存システムをインターネット化する場合のCOOLICE

アプリケーションサーバの評価については，次の通りである．

この開発については，既存の音声サーバ（IVR）および予約管理端末（MFW）＋MAP-

PERによる予約処理のWEB化を行ったわけであるが，予約モデル自体は既存の

MFWを利用した予約処理となんら変わることがないため，予約処理におけるDBサ

ーバの資産を最大限利用し，短期／低コストでWeb化することが要求されていた．

これについては，MFWで行っていた，予約入力画面処理をWeb画面に転用する

ことで，ほぼDBサーバ側の予約モジュールをそのまま利用することが可能となり，

DBサーバ側の予約処理モジュールの開発を大幅に期間短縮することが可能となっ

た．これは，MFWも COOLICE も DBサーバへのアクセス方法が共通化されている

ためであり，他のアプリケーションサーバを利用したときに比べ，格段に省力化でき

図 5 新予約システム概要図
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たと思われる．ただし，WEB化したことで，予約処理自体にWEB特有の処理を組

み込むことが必要となったので，モジュール自体を共有することは，処理プログラム

自体を複雑にし，後々の保守を困難にするため，別モジュールとして開発をおこなっ

た．

また開発自体は，既存のMAPPERの技術者に加え，WEB処理側にCOOLICE の

開発者を加えて行ったが，COOLICE 処理自体はMAPPERのスクリプト言語で記述

されるため，開発終了後の保守においては，従来からのMAPPERの技術者が若干の

HTML言語を習得したのみで保守・改修も容易におこなうことができた．

5． お わ り に

MAPPERをベースとしたシステムをWEB化する場合に，COOLICE アプリケー

ションサーバを利用することで，既存の資産と連携を容易にするばかりでなく，開発

を行う技術者についても，既存のシステムを構築した技術者が，若干のHTML言語

を習得するだけで，インターネットシステムを開発することができた．短期・低コス

トで，従来のMAPPERシステム資産を十分に活かしたシステム構築を可能とした一

例として参考にしていただきたい．

＊ 1 MAPPER：MAPPERは，さまざまな業務システムの開発に適用でき，「簡易言語の機能」
および「管理リアルタイム・パッケージとしての機能」を持つ「第 4世代言語」．

＊ 2 COOLICE：Webシステムの開発／運用を支援するMicrosoft COMベースのWebアプリケ
ーション・サーバ・ソフトウェア．スクリプト言語，および内部データベースはMPPER
と共通の構造となっている．

＊ 3 MFW：MAPPER for Windows の略称．MAPPERソフトウェアのWindows 用クライアン
トソフトウェア

＊ 4 IIS：Microsoft 社の Internet Information Server の略称
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